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２．天皇問題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加藤正勝
３．領土問題と歴史認識（尖閣問題を中心として）　　　井上　豊
４．死者の追悼について　　　　　　　　　　　　　　　篠塚予奈
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１．「自民党憲法改正草案」の問題点　　　　　　　　　　　川越　弘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

自民党「憲法改正」草案の前文に、いきなり「日本国は…天皇を戴く国家」と記されている。これは明治憲法第４条の皇祖の神勅による国政の復活である。ここから日本は「固有の文化」をもった「国と郷土を誇り」とし、「和を尊び家族や社会全体が助け合って国家を形成する」として、「自民党憲法改正草案」の全体につなげている。

まず「天皇を元首」とし（第一条）、「国旗を日章旗とし、国家は君が代とする」とある。第十三条では「国民は…人として尊重される」とあるが、それは「公益と公の秩序」に反しない「人」が尊重されるのであって、少数者の「個人」は含まれない。「信教の自由」に関する憲法二十条第３項では、「社会的儀礼又は風俗的行為の範囲を超えないものは、この限りではない」とし、皇室行事や神道の行事を「社会儀礼や風俗行為」の範疇に入れ、「わたしの他に何ものをも神とすべからず」という日本キリスト教会の信仰告白が排除されることになり、「靖国神社公式参拝」の道を備えることになろう。第二十一条の「表現の自由」においては、「公益及び公の秩序」に害する行為や結社を認めていない。その草案百条では、憲法改正を「過半数（現憲法九十六条は三分の二以上）」として、簡単に改正しやすいようにしている。現憲法九十八条の２項に「天皇又は摂政及び国務大臣、国会議員、裁判官その他の公務員は、この憲法を尊重し擁護する義務を負ふ」とあるのに対して、草案百二条では、「天皇と摂政」が削除されて、「すべて国民は、この憲法を尊重しなければならない」となっている。

　この草案は明治憲法の復活であり、1925年の「治安維持法」の復活を呼び込むことになろう。「治安維持法」は、「国体の変革」を企てることに厳罰を課することに機軸を置いていた。「国体」とは「萬世一系ノ天皇君臨シ統治権を総攬シ給フコト」であり、「自民党憲法改定草案」は、明治憲法の復活を狙うものである。

　日本はポツダム宣言を受諾して連合軍に無条件降伏をし、「無責任ナル軍国主義」（ポツダム宣言第６条）の根絶と、「民主主義的傾向ノ復活強化」と、「基本的人権尊重ノ確立」を世界に約束した。そうして「国際協調主義と平和主義」を確保し、「基本的人権の尊重」を基本精神として、「国民の信託による国政によって、日本国民が正当に選挙された国会における代表者を通じて行動」して、今日まで平和と豊かさを享受してきたのである。

　そもそも立憲主義とは、「権力の行為を憲法によって制限すること」である。法律は「権力側が国民を制定する」が、憲法は「国民が権力を縛る」。「縛られるはずの政権側が改憲を求める」ことは本来間違っており、日本と世界の歴史に逆行する。

…参考資料　自民党「日本国憲法改正草案」（奥平雅弘）・「憲法の前文」（佐々木弘道）・８月15日の講演「今こそ現憲法の素晴らしさを見直そう」（高崎真）

２．天皇問題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加藤正勝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

天皇についてはなぜか、あまり意見を述べたり、批判したり出来ないような雰囲気があります。呼称についてもマスコミなどでは特別な言葉を用いています。日本は伝統的に天皇（皇室）を頂くすばらしい国と敬愛の情を持つ人は少なくありません。教会もまた敗戦後68年の今日まで「天皇問題」が教会の神学として確立しているとは言えません。敗戦以前は日本キリスト教会も天皇崇拝が一般に行われていた伝統の中にいたのであり、迫害されたときも信仰による抵抗より妥協することが多くありました。天皇の問題は何も言えない雰囲気や、善悪の思考を麻痺されるところにあります。そのような感覚や思考が自然と体に染み付くのが問題です。
わたしたちの教会は1960年５月「靖国神社の国家管理問題について」の抗議文を自民党総裁に提出しました。以降靖国神社問題を信仰告白的戦いとして、多くの過ちを謝罪、反省し、教会と国家に関する指針を作り宣教の課題を負ってきました。これからも信仰の問題として天皇についていろいろな角度から、神の言葉に照らして考え、行動する神学が必要です。わたしたち教会として、今では考えられないような、天皇をキリスト教の神と同一と理解した事実や、どうしてそうなったのかを学ぶことが、日本キリスト教会信仰の告白が生きた告白となると思います。「あなたには、わたしをおいて他に神があってはならない」（出エジプト記20：3）。
天皇制がいつ始まったのかは、正確にわかりません。天皇陵の発掘が現在禁止されています。５世紀（雄略天皇）か６世紀（継体天皇、欽明天皇）頃古代王権が確立していったようです。天武天皇の命で古事記、日本書紀が編纂されましたが「天皇家の神格性と一系性を通して、そのカリスマ性を主張せんがためのもの」とされています。明治政府は1868年近代資本主義体制を推進する思想として、「神武創業の古（いにしえ）にカエル」との日本古代における神話的天皇制への回帰と復古を理想とする神祇官再興の布告を出し、天皇絶対の制度と天皇祖先神に対する霊的継承儀式（大嘗祭）を再開します。1882年軍人勅諭、1889年明治憲法、1890年教育勅語等によって、徹底的に神聖天皇と皇国臣民教育を行います。1935年頃には国体明徴運動によってますます天皇の絶対性が強要されるようになり、国家は富国強兵政策のもと多くの侵略戦争を遂行しました。1940年日本キリスト教会も参加した皇紀2600年奉祝全国基督教信徒大会は、絶対天皇制のもとで神話に基づいた天皇と国家に忠誠を尽くす、天皇賛美でした。しかし、敗戦後天皇主権の天皇制は廃止されました。にもかかわらず象徴天皇の中にも、天皇神格化の問題性は内在しています。

　日本キリスト教会は今日まで「最近の天皇問題に関する声明、1988」、「前天皇の葬儀に関する見解と要望　1989」、「前天皇の葬儀についての抗議声明1989」、「四大学学長声明を支持する見解要望1990」、「『即位の礼』と『大嘗祭』に関する声明1990」等天皇問題に関する声明文を発表してきました。そこでの問題点は、靖国神社法案、元号問題等着々と進められる中、特に明治憲法下での、天照大神の皇孫であることに根拠を持ち天皇は「大日本帝国は万世一系の天皇これを統治す」、「神聖にして侵すべからず」との天皇神格化・主権を許さないとの抗議です。

　日本キリスト教会は、三位一体の唯一の神をあがめる「信仰告白」を持った教会ですが、どうして敗戦まで天皇を天照大神の子孫で神聖であることを信仰の中に受け入れたのか追求しなければなりません。一つはキリストと天皇を識別できない信仰停止状態です。1942年日本基督教団教師の友は次のように教えています。「＜紀元節＞：日本の国の誕生日、2603年前第一代神武天皇が天皇のお位におつきあそばされためでたい日、そのとき「八紘一宇（はっこういちう）」のお言葉が拝される。意味は神代より伝わる正しい御精神を持って国を平和に治め、さらに世界も、日本は以来栄えに栄え、次第に周りの国々が日本に聴き従いつつある。大東亜戦争もそのため、正しい日本精神で世界を一家のようにするための戦争である。」「＜八紘一宇＞：神の真の光なる基督の下に集うことが八紘一宇の現実となる。大東亜戦争は八紘一宇を実現する戦争。第一に神に背く力を追い払い、罪を追い払わねばならないが、人の力で撃滅できないので神自らみ手を下し尊き御子基督によって成し遂げられた。基督の十字架と復活は八紘一宇を成就する力。」

　もう一つは、当時多くの人がそうだったのだが小野村林蔵や植村正久などにも見られる、偶像礼拝なら命もかけて戦う信仰を持ちながら、天皇（皇室）への尊敬の念が染み付いて、天皇の神格性に偶像をみず、天皇のこの世の支配者としての権能を、唯一の神からの天賦とみなし、天皇の命に従うことが神に従うことと信じる信仰の問題性があるのではないでしょうか。現代の教会はそれらの反省を込めて、天照の皇孫の天皇の神格は、即位の礼、大嘗祭において、継承されるとする「天皇神格化」のからくりを、キリスト教信仰でしっかり見抜かなければならないのです。
３．領土問題と歴史認識（尖閣問題を中心として）　　　　井上　豊

　
次から次へとめまぐるしく移り変わる世の中で、尖閣諸島問題はひと頃よりは人々の関心が薄れたようで、「中国の監視船が日本の領海に侵入」といったニュースがあっても、それがただちに日中の武力衝突に発展すると思っている人は多くないでしょう。現在、この島々をめぐっては関係するどの国も手詰まり状態に陥っています。

　日本は「歴史的にも国際法的にも領土問題は存在しない」の一点張りで、話し合いのテーブルにつこうとしません。公務員や自衛隊を常駐させよと叫ぶ人もいますが、これを実行するとリスクが大きすぎます。一方、中国にも尖閣諸島に軍を出動させる選択肢があるかもしれませんが、その場合、「次は台湾だ」という重大なメッセージを世界に向けて発することになります。台湾を取り込み将来の統一につなげたい中国としては上策とは言えず、当面、監視船や航空機による示威行為を続けるほかないでしょう。

もう一つの当事者である台湾と日本は今年４月に漁業協定を結びました。台湾と中国が尖閣問題で連携することを日本政府は警戒しています。なお馬英久総統は昨年、「東シナ海平和イニシアチブ」を発表し、領土争いの棚上げと日本・中国・台湾による資源の共同開発を提唱しています。日本も中国もこれに反対する意思表明はしておらず、筆者はここにこそ希望があると考えています。

領土問題は争いあう当事者の両方の顔を立てることが難しく、「敵」に対する強硬論が力を持つ結果、平和解決を望む人は軟弱視され、非難をあびせられがちです。そのためか、日本では共産党を含めてほぼすべての政党が尖閣諸島は日本領だと主張していますが、相手国の主張にも耳を傾ける度量をもちたいものです。これは中国、台湾にも言えることですが。日本と中国、そして台湾はそれぞれ、引くに引けない状態になる前に手を打たなければなりません。そのためにも、日本が近代以降に行った戦争に対してこれを侵略と認め、正しい歴史認識を持つことは必要不可欠な第一歩です。

中国の脅威が叫ばれていますが、この国には日本の侵略によって一千万人以上と言われる死者が出たことによるぬぐいがたいトラウマがあります、私は中国で、強い軍事力があってこそ国を守れるということが社会の常識となっていることを見ました。しかし、もしも日本が侵略戦争の過ちを認める方向に向かえば、中国の国民感情をやわらげ、それは尖閣諸島問題の平和解決にも大きく寄与することになるでしょう。

北京にある盧溝橋歴史博物館には、日本の侵略を語る凄惨な展示物の最後に日本国憲法第九条が高々と掲げられていました。「戦争の放棄」は中国の人々にも強烈なインパクトを与えています。いま国内ばかりでなく、中国やその他の国々にもこの精神を広めて行くことが求められているのです。
４．死者の追悼について　　　　　　　　　　　　　　　　篠塚予奈
　『聖書語句大辞典』によって聖書（口語訳）における「追悼」の使用例を調べるとこの語の項目はない。「追悼」に近い表現「哀悼」の項目はある。それが旧約聖書において三例あることも見出される。これを足掛かりにして聖書の示している「哀悼」を見、その意味を捉えることを目指し、死者の追悼を巡る今日の課題に示唆を与えられたい。
「哀悼」をもとの語に遡ってゆくと二通りの語になる。両方とも死者を悼み悲しむということをその主な意味としている。一つは単純に死者を悼むという意味の語である。もう一つは死者をただ単純に悼み悲しむというのでなく歌によって悼み悲しむという死者を悼む悼み方をも意味に含め示している語である。その使用例から見てゆく。
ダビデはサウル王とその子ヨナタンのために悲しみの歌で哀悼し（サム下1：17以下）、勇士アブネルを哀悼した（サム下3：31－34）。その死に方を特に歌にして哀悼している。預言者エレミヤはエジプトとの戦いに出て戦死したヨシヤ王のために歌を作りこの王がイスラエルに長く覚えられるようにしている（歴代下35：25）。また預言者エゼキエルはツロの将来について（26：17、18他）、エジプトの将来について（32：2、16）、そしてイスラエルの将来について（19：1、14）哀悼の歌で預言している。同じように預言者アモスもイスラエルの将来について預言している（5：1、8：10）。預言者エレミヤも預言している（7：18、9：7－11他）。これらの歌により後の代の民はサウル、ヨナタンまたアブネルについて、その悲惨といえる最後を来たらせた戦争についても覚えるようにされている。また民はかつて自らが悼まれなければならない状態にあったことを覚えているようにされたのである。
次に「哀悼」について、単純に悲しみ哀悼するという意味の語が使用されている箇所を見てゆく。アブラハムは妻サラのために悲しみ泣いた（創世記23：2）。イスラエルの民は、サムエルのために激しく泣き悲しんだ（サム下25：1他）。バテシバはウリヤのために悲しんだ（サム下11：26）。ヨセフは父ヤコブのために大いに泣き悲しんだのである（創世記50：10）。また、預言者たちはイスラエルのため、ユダのために言葉に出来ない、歌にすることが出来ない、その悼まれなければならない将来についても預言している、預言者自身がその将来の先触れであるようにして預言している（エレミヤ16：1－20、エゼキエル24：16－24）。
指定された紙幅のためごくごく大まかに聖書における「哀悼」（追悼）の用例を概観しただけであるが、そこで「哀悼」とは死んだ者について、また主の民についても一切取り繕われることがないように、美化されることがないように表現されていることは見て取られ、確認させられる。
このことは今日の課題との取り組みに基本的で、大切な示唆を与えているのではないか。

５．教育問題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　武田兵次郎　　　　　　　
　私は幼少年期を1930年代から40年代にかけて過しました。満州事変からアジア太平洋戦争に至る戦争に明け暮れた時代です。

この国家神道体制下にあって、私は「皇国臣民」としての教育を徹底して教え込まれました。教育勅語と神武天皇から現天皇に至る125代続く天皇名を暗記することは、必修の国民的義務でした。だから80年の年月を過ぎた今日でも、「チンオモウニ、コウソコウソウ、国ヲハジムルコト、コオエンニ、トクヲタツルコトシンコウナリ…」また「ジンム・スイゼイ・アンネイ・イトク・コーシヨウ・コーアン・コーレイ・コーゲン・カイカ・スジン・スイニン・ケイコー…」と、すらすらと口をついで出てくるのです。小学生としては字がむずかしく意味も不明のままに、心深く刻み込まれたのです。

６年生となって始めての修学旅行となった伊勢神宮と神武天皇を祀る橿原神宮（かしはらじんぐう）参拝は、欠かすことの出来ないものでした。氏神の祭礼には学校挙げての集団参拝を行い、家に帰ると伊勢神宮のお礼を本尊とする神棚があり、天皇・皇后のご眞影が飾られ、仏壇が置かれ、朝夕にこれを父母と共に拝むのが日課でした。

私たちはこうした学校での儀式・行事と家庭の日常生活の中での儀式習慣を通じて、丸ごと天皇の赤子、皇国臣民として仕立て上げられたのです。だから高等小学校卒業後、志願兵の資格年齢を待って真っ先に志願し、最年少の少年兵として飛行学校に入隊し、卒業間際に派遣先で敵の直撃弾を受け、多くの幼い戦友たちを失いました。「死は鴻毛よりも軽し」と戦陣訓に歌われたように、戦友たちは、天皇のためにその１毛として幼いひたむきな生命を落としたのです。私はその時代を省みて、教育の魔力的な恐ろしさを決して忘れることが出来ません。

　安倍政権は、憲法改悪と一体化した「教育再生」を目指して、「教育改革」を押し進めようとしております。「教育を取戻して、本来の日本に立帰らせる」と意気込んでおりますが、取戻すべき教育とは何なのか。「彼らの目指す本来の日本」に焦点を当てて筆を進めて行きたいと思います。

　安倍首相は前回の首相時の2006年、教育基本法を改悪して新教育基本法を成立させて、「教育改革」をしようとしていましたが、病のため短期で政権を退いて断念せざるを得ませんでした。しかし教育現場に目を向けると、「日の丸・君が代問題」・「教科書採択問題」などに、着々と手が打たれてきております。

　昨年の暮の総選挙による自民党の圧勝で安倍首相が返り咲き、首相の心の内には「よし、今度こそ」の熱い思いがあるでしょう。だから「改革」も部分的なものではなく、制度・組織などの「教育全体」を包含する根こそぎの改革を目指す本腰を据えた恐るべきものです。いわば「教育体制」の変革です。その狙う先には、私が幼少期に体験した「天皇の国」・「神の国」があります。この暴挙を決して許してはなりません。

　私の地元の横浜では、全国に先駆けて反動的な育鵬社の歴史教科書を採用し、今でも市立高校の教科書採択妨害問題、新教育基本法をめぐる自民党と市長による「不当な政策協定」などの問題が続出しています。安倍政権は横浜での成功を突破口として、執拗に教育改革を押し進めています。

私が世話人として属する「本牧・山手九条の会」では、他の会とも連帯して「教科書採択連絡会」を立上げ、この反動的動きに対して抗議・反対の運動を進めています。

私たちキリスト者も、主の主権を侵し平和をおびやかし眞理をねじ曲げようとするこの「闇の世の主権者サタンの策略」に、勝利のみ言葉を手に取り、目を覚まし、耳を澄まし、心を傾けて信仰に踏み止まり、この偶像と罪と死との戦いを戦って、共に御国を目指して歩み続けて行きたいと思います。
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